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日
本
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
医
学
用
語
の
受
容

許

春

艶

要

旨
本
稿
は
漢
訳
洋
書
の
一
つ
で
あ
る
『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
全
体
新
論
』は
近
代
中
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
西
洋
医
学
を
紹
介
し
た
生
理
学
入
門
書
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
会
に
所
属
す
る
宣
教

医
ホ
ブ
ソ
ン
に
よ
り
漢
文
で
著
さ
れ
、
咸
豊
元
年
（
一
八
五
一
）
に
出
版
さ
れ
た
。『
全
体
新
論
』
出
版
後
、
日
本
へ
は
嘉
永
末
年
（
一
八
五
四
）

ご
ろ
に
伝
わ
り
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
年
に
翻
刻
さ
れ
た
。
明
治
期
に
入
る
と
、
二
種
の
和
訳
書
で
あ
る
『
全
体
新
論
訳
解
』
が
出
版
さ
れ

た
。『

全
体
新
論
』は
日
本
に
伝
わ
っ
た
あ
と
、
当
時
の
知
識
人
に
広
く
学
習
さ
れ
た
。
和
刻
本
と
和
訳
書
の
刊
行
は
幕
末
明
治
初
期
の
日
本
医
学
に

影
響
を
与
え
た
。
近
年
、『
全
体
新
論
』
を
め
ぐ
る
日
中
医
学
の
語
彙
交
流
に
関
す
る
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
た
が
、『
全
体
新
論
』
に
見
ら
れ
る

医
学
用
語
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、『
全
体
新
論
』に
お
け
る

「
〜
骨
」
を
対
象
に
、
二
種
の
『
全
体
新
論
訳
解
』
と
明
治
初
期
の
医
学
用
語
集
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
状
況
を
考
察
す
る
。
と
く
に
、
ホ
ブ
ソ
ン
の

造
語
で
あ
る
「
坐
骨
」「

蝶
骨
」
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
の
日
本
に
お
け
る
受
容
状
況
を
分
析
す
る
。

は
じ
め
に

『
全
体
新
論
』は
近
代
中
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
西
洋
医
学
を
紹
介
し
た
生
理

学
入
門
書
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
会
に
所
属
す
る
宣
教
医
ホ
ブ
ソ
ン

に
よ
り
漢
文
で
著
さ
れ
た
注
一
）
。
同
書
は
咸
豊
元
年
（
一
八
五
一
）
に
中
国
の
広

州
恵
愛
医
館
か
ら
出
版
さ
れ
、
中
国
知
識
人
や
中
国
在
住
の
欧
米
人
、
さ
ら
に

中
国
の
官
界
と
医
学
界
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。『
全
体
新
論
』出
版
後
、
日
本

へ
は
嘉
永
末
年
（
一
八
五
四
）
ご
ろ
に
伝
わ
り
、
そ
の
翻
刻
出
版
は
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
年
に
行
わ
れ
た
。
和
刻
本
『
全
体
新
論
』
は
当
時
の
知
識
人
に
読

ま
れ
、
幕
末
明
治
初
期
の
日
本
医
学
に
も
影
響
を
与
え
た
。
明
治
期
に
入
る
と
、
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二
種
の
和
訳
書
で
あ
る
『
全
体
新
論
訳
解
』
が
出
版
さ
れ
た
。
高
木
熊
三
郎
訳

『
全
体
新
論
訳
解
』
と
石
黒
厚
訳
『
全
体
新
論
訳
解
』
の
二
種
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、『
全
体
新
論
』を
め
ぐ
る
研
究
は
、
新
し
い
医
学
用
語
が
創
出
し

た
点
に
着
目
し
、
中
国
語
に
与
え
た
影
響
の
視
点
か
ら
の
考
察
で
あ
っ
た
。
近

年
、
日
中
両
国
の
医
学
語
彙
交
流
の
観
点
か
ら
『
全
体
新
論
』
を
考
察
す
る
研

究
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
全
体
新
論
』が
日
本
に
伝
わ
っ
た
あ
と
、

同
書
に
見
ら
れ
る
医
学
用
語
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
に
関
す
る

研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る

『
全
体
新
論
』の
医
学
用
語
、
主
と
し
て
人
身
の
骨
格
に
関
す
る
医
学
用
語
を
対

象
に
、
そ
の
受
容
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
二
種
の
『
全
体
新
論
訳
解
』
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語

の
受
容
を
考
察
す
る
。
次
に
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
出
版
さ
れ
た
、
専

門
的
に
医
学
語
彙
を
集
め
た
用
語
集
で
あ
る
『
医
語
類
聚
』
に
お
け
る
『
全
体

新
論
』
の
医
学
用
語
の
受
容
を
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、『
全
体
新
論
』
に
見
ら
れ

る
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
に
関
す
る
日
本
で
の
受
容
状
況
を
辞
書
類
で
調
べ
る
。

一

先
行
研
究

日
本
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
の
書
誌
や
医
学
史
上
の
価
値
、
著
者
ホ
ブ
ソ

ン
に
つ
い
て
の
研
究
は
吉
田
（
一
九
八
九
）、
吉
田
（
一
九
九
六
）、
八
耳
（
一

九
九
九
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

吉
田
（
一
九
八
九
）
に
よ
る
と
、
幕
末
期
、
キ
リ
ス
ト
教
の
流
入
と
発
展
に

危
機
感
を
抱
い
た
仏
僧
が
著
し
た
『
閑
邪
存
誠
』
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で

は
西
洋
の
科
学
知
識
の
紹
介
と
キ
リ
ス
ト
教
入
信
の
勧
め
を
兼
ね
た
『
全
体
新

論
』を
は
じ
め
と
す
る
中
国
語
医
学
書
を
批
判
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、『
全

体
新
論
』
を
中
心
に
論
駁
す
る
の
は
当
時
日
本
の
医
学
界
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教

の
布
教
に
貢
献
し
た
『
全
体
新
論
』
の
歴
史
的
位
置
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
述

べ
て
い
る
。

吉
田
（
一
九
九
六
）
は
中
国
キ
リ
ス
ト
教
初
期
医
療
伝
道
史
に
お
け
る
ホ
ブ

ソ
ン
の
著
作
と
そ
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
生
涯
や
ホ
ブ
ソ
ン
五
書

の
構
成
と
内
容
お
よ
び
特
色
、
さ
ら
に
中
国
と
日
本
に
お
け
る
反
響
に
つ
い
て

詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

八
耳
（
一
九
九
九
）
の
「
19
世
紀
漢
訳
洋
書
及
び
和
刻
本
所
在
目
録
」（
以
下

八
耳
「
目
録
」
と
略
す
）
は
漢
訳
洋
書
の
調
査
に
関
し
て
詳
し
い
。
こ
の
「
目

録
」
に
は
一
九
世
紀
に
お
け
る
漢
訳
洋
書
及
び
和
刻
本
の
書
名
、
巻
数
、
著
訳

者
名
、
出
版
年
な
ど
の
出
版
情
報
と
所
在
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、『
全
体
新
論
』の
諸
版
元
や
和
刻
本
と
和
訳
本
に
関
わ
る
情
報
を
詳
細

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
来
、『
全
体
新
論
』に
関
し
て
は
、
医
学
史
研
究
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
言

語
資
料
と
し
て
扱
う
医
学
用
語
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。

沈
（
二
〇
〇
〇
）
は
中
国
に
お
け
る
西
洋
医
学
用
語
の
発
生
と
中
日
借
用
語

の
視
点
か
ら
、
西
洋
医
学
の
出
発
点
で
あ
る
『
泰
西
人
身
説
概
』（
一
六
二
三
）

と
『
全
体
新
論
』
の
用
語
を
考
察
し
て
い
る
。
沈
（
二
〇
〇
〇
）
で
は
宣
教
師

ら
が
中
国
語
の
医
学
用
語
を
訳
す
際
に
直
面
し
た
難
し
さ
を
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
「
脳
炎
、
肺
炎
、
肝
炎
」
な
ど
、
語
構
成
要
素
「
炎
」

を
含
む
一
部
の
も
の
は
日
本
の
医
学
用
語
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
指
摘
し
て
い

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
五
号
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る
。舒

（
二
〇
〇
一
）
は
『
全
体
新
論
』
の
語
彙
を
『
解
体
新
書
』
と
比
較
し
、

語
彙
伝
承
の
面
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
両
書
の
語
彙
に
見
ら
れ
る
一
致
は
、
多

く
は
在
来
の
漢
語
、
同
じ
漢
字
表
記
に
由
来
す
る
も
の
の
、
中
国
早
期
の
洋
学

書
か
ら
の
影
響
に
よ
る
も
の
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
両
書
に
不
明
の
も
の

は
、日
本
側
の
医
学
書
か
ら
の
影
響
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
言
及
し
て
い
る
。

松
本
（
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
七
）
は
ホ
ブ
ソ
ン
の
医
学
用
語
の
由
来
や
特
色

を
考
察
す
る
。
松
本
（
二
〇
〇
六
）
は
『
全
体
新
論
』
を
『
医
学
英
華
字
釈
』

と
比
較
し
、
両
書
で
示
さ
れ
た
中
国
語
に
よ
る
解
剖
学
的
語
彙
は
、
あ
ま
り
に

も
一
貫
性
、
統
一
性
を
欠
い
た
も
の
と
な
っ
て
、
中
国
に
西
洋
学
問
を
浸
透
さ

せ
る
だ
け
の
説
得
力
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

『
全
体
新
論
』を
め
ぐ
っ
て
は
、
主
に
近
代
日
中
両
国
の
医
学
史
お
よ
び
中
国

語
学
的
な
観
点
か
ら
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
中
日
借
用
語
の
研

究
に
も
及
ん
で
い
る
。
八
耳
「
目
録
」
の
収
録
に
よ
る
各
図
書
館
の
所
蔵
状
況

か
ら
み
る
と
、『
全
体
新
論
』が
日
本
で
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
推
察
で

き
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
『
全
体
新
論
』
に
お
い
て
、
医
学
用
語
の
特
徴
や

日
本
語
と
の
関
連
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
全
体
新
論
』の
医
学

用
語
が
日
本
の
医
学
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
日
本
に
ど
の
よ
う
に
受

容
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。

二

『
全
体
新
論
』
に
お
け
る
骨
に
関
す
る
医
学
用
語

『
全
体
新
論
』は
西
洋
の
解
剖
生
理
学
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
医
学
用
語

が
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ホ
ブ
ソ
ン
は
当
時
中
国
医
学
に
お
い
て
解
剖
知
識

の
不
足
や
間
違
い
な
ど
に
気
付
き
、
西
洋
の
新
た
な
医
学
知
識
を
中
国
に
も
た

ら
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
に
相
応
し
い
医
学
用
語
を
追
求
し
、『
全
体
新
論
』の
医

学
用
語
の
選
用
や
創
出
を
工
夫
し
た
。
用
語
に
つ
い
て
、『
全
体
新
論
』の
例
言

に
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。（
括
弧
に
示
す
解
釈
は
石
黒
厚
訳『
全
体
新
論
訳

解
』
の
例
言
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。）

是
書
全
体
名
目
甚
多
、
其
爲
中
土
所
無
者
間
作
以
新
名
、
務
取
名
実
相
符
、

閲
者
望

以
生
造
見
葉

是
書
全
体
ノ
名
目
甚
ダ
多
シ
。
其
中
土
ニ
無
キ
所
ノ
モ
ノ
ハ
。
間
作
ル

ニ
新
名
ヲ
以
ス
。
務
メ
テ
名
実
相
符
フ
ヲ
取
ル
。
閲
覧
望
ム
ラ
ク
ハ
生

造
ヲ
以
テ
棄
テ
ラ
ル
ル
コ
ト

レ
）

是
書
文
意
、
其
与
中
国
医
書
暗
合
者
、
間
或
引
用
数
語
、
其
不
合
者
不
敢

混
入是

書
文
意
。
其
中
国
ノ
医
書
ト
暗
合
ス
ル
者
ハ
。
間
或
ハ
数
語
ヲ
引
用

ス
。
其
合
ハ
ザ
ル
者
ハ
敢
テ
混
入
セ
ズ
）

こ
の
よ
う
に
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
『
全
体
新
論
』
に
人
体
に
関
す
る
名
称
が
多
く

存
在
し
、
そ
の
う
ち
、
当
時
中
国
に
存
在
し
な
か
っ
た
名
称
を
で
き
る
限
り
相

応
し
い
新
た
な
名
称
で
命
名
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
従
来

の
医
学
書
に
あ
る
既
存
の
名
称
と
そ
の
該
当
す
る
内
容
と
一
致
し
た
も
の
の
み

を
選
び
、「
数
語
」
を
引
用
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

本
節
で
は
ホ
ブ
ソ
ン
が
用
い
た
用
語
を
分
析
し
、
そ
の
用
語
の
由
来
や
特
徴

許

日
本
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
医
学
用
語
の
受
容
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を
分
析
す
る
。
そ
の
た
め
、「
〜
骨
」に
関
す
る
名
称
を
次
の
よ
う
な
九
〇
語
抽

出
す
る
。

二
字
語
（
三
八
語
）：

脆
骨
、
交
骨
、
頭
骨
、
面
骨
、
額
骨
、
枕
骨
、

骨
、
胸
骨
、
頸
骨
、

脊
骨
、
背
骨
、
腰
骨
、
脇
骨
、
横
骨
、
臂
骨
、
臑
骨
、
手
骨
、
肱
骨
、

掌
骨
、
腕
骨
、
指
骨
、
胯
骨
、
坐
骨
、
髀
骨
、

骨
、

骨
、

骨
、

肘
骨
、
足
骨
、
趾
骨
、
股
骨
、
脚
骨
、
肋
骨
、
頷
骨
、
尾
骨
、
椎
骨
、

砧
骨
、
珠
骨

三
字
語
（
四
三
語
）：

跨
盆
骨
、
顱
頂
骨
、
耳
門
骨
、

蝶
骨
（

蝶
骨
）、
鎖
子
骨
、
馬
乳
骨
、

錐
頴
骨
、
水
泡
骨
、
鼻
梁
骨
、
涙
管
骨
、

頭
骨
、
上

骨
、
弔
鐘
骨
、

上
柱
骨
、
飯
匙
骨
、
肩
胛
骨
、
上
臂
骨
、
下
頷
骨
、
正
肘
骨
、
転
肘
骨
、

下
臂
骨
、
手
腕
骨
、
手
掌
骨
、
尾
骶
骨
、
尾
閭
骨
、
大
腿
骨
、
太

骨
、

大
髀
骨
、
膝
蓋
骨
、
小
腿
骨
、
輔
腿
骨
、
労
堂
骨
、
足
拗
骨
、
脚

骨
、

前
掌
骨
、
大
趾
骨
、
目
窠
骨
、
小
珠
骨
、
馬
鐙
骨
、
螺
紋
骨
、
眼
窠
骨
、

牙
床
骨
、
右
胯
骨

四
字
語
（
九
語
）：

上
水
泡
骨
、
下
牙
床
骨
、
鼻
孔
間
骨
、
鼻
孔
底
骨
、
上
牙
床
骨
、

水
泡
上
骨
、
下
水
泡
骨
、
眼
稜
上
骨
、
眼
稜
下
骨

抽
出
し
た
こ
れ
ら
の
語
彙
が
ホ
ブ
ソ
ン
に
よ
る
造
語
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、『
大
漢
和
辞
典
』、『
漢
語
大
詞
典
』
や
中
国
の
医
学
書
を
調
べ
て
み
た
。

『
大
漢
和
辞
典
』
と
『
漢
語
大
詞
典
』
に
記
載
し
て
い
る
典
拠
よ
り
、『
全
体

新
論
』
よ
り
前
の
書
籍
に
既
に
存
在
し
て
い
る
語
彙
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
大
漢
和
辞
典
』

二
字
語

七
語
）：

脆
骨
、
額
骨
、

骨
、
脊
骨
、
臑
骨
、

骨
、
尾
骨

『
漢
語
大
詞
典
』

二
字
語

一
三
語
）：

脆
骨
、
頭
骨
、
面
骨
、
枕
骨
、

骨
、
脊
骨
、
腰
骨
、

腕
骨
、
胯
骨
、
髀
骨
、

骨
、
肋
骨
、
尾
骨

三
字
語
（
四
語
）：

鎖
子
骨
、
鼻
梁
骨
、
膝
蓋
骨
、
肩
胛
骨

中
国
医
学
書
で
は
『
医
宗
金
鑑
』
に
次
の
用
語
が
あ
る
注
二
）
。

二
字
語

二
六
語
）：

脆
骨
、
交
骨
、
頭
骨
、
額
骨
、
枕
骨
、

骨
、
胸
骨
、

頸
骨
、
脊
骨
、
背
骨
、
腰
骨
、
横
骨
、
臂
骨
、
臑
骨
、

掌
骨
、
腕
骨
、
指
骨
、
胯
骨
、
髀
骨
、

骨
、

骨
、

肘
骨
、
足
骨
、
趾
骨
、
肋
骨
、
尾
骨

三
字
語

一
二
語
）：

耳
門
骨
、
鎖
子
骨
、
鼻
梁
骨
、
膝
蓋
骨
、
肩
胛
骨
、

大
腿
骨
、
太

骨
、
尾
骶
骨
、
尾
閭
骨
、
小
腿
骨
、

労
堂
骨
、
牙
床
骨

四
字
語
（
一
語
）：

下
牙
床
骨

以
上
の
資
料
を
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
用
語
が
既
存
の
語
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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二
字
語

二
八
語
）：

脆
骨
、
交
骨
、
頭
骨
、
面
骨
、
額
骨
、
枕
骨
、

骨
、

胸
骨
、
頸
骨
、
脊
骨
、
背
骨
、
腰
骨
、
横
骨
、
臂
骨
、

臑
骨
、
掌
骨
、
腕
骨
、
指
骨
、
胯
骨
、
髀
骨
、

骨
、

骨
、
足
骨
、
股
骨
、
肋
骨
、
尾
骨
、
肘
骨
、
趾
骨

三
字
語

一
二
語
）：

耳
門
骨
、
鎖
子
骨
、
鼻
梁
骨
、
膝
蓋
骨
、
肩
胛
骨
、

大
腿
骨
、
太

骨
、
尾
骶
骨
、
尾
閭
骨
、
小
腿
骨
、

労
堂
骨
、
牙
床
骨

四
字
語
（
一
語
）：

下
牙
床
骨

二
字
語
に
つ
い
て
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
既
存
の
用
語
を
大
量
に
採
用
し
、
漢
方（
中

国
医
学
）
の
伝
統
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
二
字
語
に
は

ホ
ブ
ソ
ン
自
ら
に
よ
る
造
語
が
わ
ず
か
に
あ
る
が
、
三
字
語
以
上
を
見
る
と
、

既
存
の
二
字
語
を
基
礎
に
し
、
三
字
語
と
四
字
語
を
大
量
に
創
出
し
た
こ
と
は

ホ
ブ
ソ
ン
造
語
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

典
拠
不
明
の
用
語
は
「
坐
骨
、

蝶
骨
、

頭
骨
、
上
臂
骨
」
の
四
語
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
中

国
医
学
に
は
寛
骨
の
後
下
部
を
占
め
、
閉
鎖
孔
を
囲
む
部
位
の
骨
に
つ
い
て
は

独
立
し
た
名
称
が
な
か
っ
た
の
で
、
ホ
ブ
ソ
ン
は「
此
骨
乗
於
椅
上
故
名
坐
骨
」

と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
骨
に
関
し
て
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
医
学
英
華
字
釈
』
に
あ
る

‘sittin
g b
o
n
e’

を
「
坐
骨
」
と
直
訳
し
命
名
し
て
い
る
。「

蝶
骨
」
と
い
う
名

称
の
下
に
割
注
「
中
土
無
名
故
云
」
と
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
中
国
に
こ
の
骨
の

名
前
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ホ
ブ
ソ
ン
は
こ
の
骨
の

名
称
を
創
出
す
る
前
に
、
中
国
語
に
既
に
名
前
が
あ
る
か
ど
う
か
ま
ず
確
認
し

て
お
り
、
中
国
の
伝
統
的
な
用
語
を
重
ん
じ
た
と
思
わ
れ
る
。「

頭
骨
」と
い

う
訳
名
は
本
文
に
「
西
国
名
之
曰
〜
、
像
其
形
也
」
の
よ
う
に
こ
の
骨
の
名
前

の
由
来
を
述
べ
る
。「

頭
骨
」
は
『
医
学
英
華
字
釈
』
に
よ
り
、
英
語‘th

e
 

vo
m
er’

の
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
「
鋤
骨
」
と
い
う
。「
上
臂
骨
」

を
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
と
判
断
す
る
の
は
「
〜
古
名
臑
骨
又
名
肱
骨
」
の
よ
う
に

ひ
じ
の
旧
名
で
あ
る
「
臑
骨
」
と
「
肱
骨
」
を
載
せ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ

こ
か
ら
見
る
と
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
中
国
語
の
医
学
伝
統
を
重
ん
じ
る
一
方
、
理
解

し
や
す
い
通
俗
的
な
用
語
を
作
り
出
し
て
伝
統
医
学
の
用
語
に
局
限
さ
れ
な
い

よ
う
に
工
夫
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

上
記
の
よ
う
に
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
『
全
体
新
論
』
を
執
筆
す
る
際
に
、
骨
に
関

す
る
名
称
を
既
存
の
語
か
ら
用
い
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
が
、
中
国
の
伝
統
医

学
に
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
自
ら
語
を
作
っ
た
。
二
字
語
に
つ
い
て
は
既
存
の

語
か
ら
多
く
採
用
し
た
が
、
三
字
語
以
上
の
語
は
既
存
の
二
字
語
を
土
台
に
し

て
創
出
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
西
洋
医
学
用
語
か
ら
直
訳
す
る
訳
法
を
用

い
た
。
た
だ
し
、「
上
臂
骨
」の
よ
う
な
典
拠
不
明
の
用
語
は
既
存
の
語
で
あ
る

の
か
、
ホ
ブ
ソ
ン
に
よ
る
造
語
な
の
か
、
更
な
る
資
料
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

三

『
全
体
新
論
訳
解
』
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
の
医
学
用

語
の
受
容

前
節
は
主
に
『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
本
節
で

は
二
種
の
『
全
体
新
論
訳
解
』
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
の
受
容

状
況
を
考
察
す
る
。

― ―43

許

日
本
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
医
学
用
語
の
受
容



一
）
『
全
体
新
論
訳
解
』
に
つ
い
て

前
述
の
よ
う
に
、『
全
体
新
論
訳
解
』
は
漢
文
医
学
書
『
全
体
新
論
』
の
和
訳

書
で
あ
り
、
二
種
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
か
ら

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
か
け
て
大
阪
で
出
版
さ
れ
た
高
木
熊
三
郎
に
よ
る

も
の
（
以
下
高
木
『
訳
解
』
と
略
す
）
と
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
名
古

屋
で
出
版
さ
れ
た
石
黒
厚
に
よ
る
も
の
（
以
下
石
黒
『
訳
解
』
と
略
す
）
で
あ

る
。『

全
体
新
論
訳
解
』
に
関
す
る
研
究
は
飛
田
（
一
九
七
三
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

飛
田
（
一
九
七
三
）
は
近
代
語
研
究
上
の
資
料
を
概
観
し
た
も
の
で
、
翻
訳
資

料
の
一
つ
と
し
て
『
全
体
新
論
訳
解
』
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
国
に
渡
っ
た
欧
米
の
宣
教
師
が
漢
訳
し
た
医
学
書
「
全
体
新
論
」
の

翻
訳
に
「
全
体
新
論
訳
解
」（
明
治
七
年
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

男
骨

ヲ
ト
コ
ノ
ホ
ネ

ナンコツ

ハ
堅
ク
シ
テ
稍
ク
長
シ
（
巻
一
４
ウ
）

男
女
渾
身
ノ

カ
ラ
ダ
ウ
チ

ナンニヨコンシン

骨
其
ノ
数スウ
タ
ル
相アヒヒトシク
似ニ
タ
リ
（
同
前
）

の
よ
う
に
、
難
解
か
と
思
わ
れ
る
漢
語
に
ふ
り
が
な
が
あ
り
、
右
側
は
読

み
方
、
左
側
は
意
味
（
訳
語
）
を
示
し
て
い
る

飛
田
（
一
九
七
三
）
で
は
『
全
体
新
論
訳
解
』
が
ど
ち
ら
の
も
の
で
あ
る
か

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
二
種
の
『
全
体
新
論
訳
解
』
を

比
較
し
、
高
木
『
訳
解
』
と
判
断
す
る
。

飛
田
（
一
九
七
三
）
が
高
木
『
訳
解
』
を
扱
っ
た
以
外
は
、
二
種
の
『
全
体

新
論
訳
解
』
に
関
す
る
言
及
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
二
種
の

『
全
体
新
論
訳
解
』
を
言
語
資
料
と
す
る
研
究
は
ま
だ
十
分
で
な
い
と
思
わ
れ

る
。二

）
『
全
体
新
論
訳
解
』
二
種
に
お
け
る
医
学
用
語

二
種
の
『
全
体
新
論
訳
解
』
は
『
全
体
新
論
』
を
「
訳
解
」
し
た
も
の
で
あ

る
。
石
黒
『
訳
解
』
は
漢
文
訓
読
体
で
あ
り
、
高
木
『
訳
解
』
は
漢
文
訓
読
調

の
翻
訳
で
あ
る
た
め
、
文
体
の
違
い
に
よ
り
語
彙
の
翻
訳
も
異
な
る
。
前
掲
の

抽
出
し
た
語
彙
を
両
書
の
翻
訳
と
比
較
す
る
と
、
各
書
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

石
黒
『
訳
解
』
に
お
い
て
、
医
学
用
語
の
漢
字
表
記
は
ほ
と
ん
ど
『
全
体
新

論
』
と
一
致
し
、
そ
の
ま
ま
訳
さ
れ
て
い
る
。
例
外
と
し
て
、「
鼻
孔
間
骨
」
に

つ
い
て
、
初
め
は
「
鼻
孔
ノ
間
骨
」
の
よ
う
に
句
の
形
で
訳
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
は
「
鼻
孔
間
骨
」
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
和
刻
本
『
全
体
新
論
』

に
お
け
る
「
鼻
孔
間
骨
」
を
確
認
し
た
結
果
、「
鼻
｜
孔
間
｜
骨
」
と
「
鼻
｜
孔
｜

間
｜
骨
」
と
い
っ
た
よ
う
に
相
違
す
る
合
符
が
現
れ
て
い
る
。
こ
の
合
符
の
違

い
に
よ
り
二
種
の
訳
語
が
訳
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
九
〇
語
の

う
ち
、
六
〇
語
に
振
り
仮
名
が
一
つ
の
み
付
さ
れ
、
四
語
に
左
右
両
側
の
振
り

仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
高
木
『
訳
解
』
に
お
い
て
は
、
九
〇
語
に
対
す
る
翻
訳
が
複

雑
な
形
を
呈
し
て
い
る
。は
じ
め
に
訳
さ
れ
た
医
学
用
語
の
表
記
か
ら
見
よ
う
。

二
字
語
の
「
脆
骨
」
は
「
脆
骨
」
と
「
脆
キ
骨
」
と
の
二
種
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
二
字
医
学
用
語
は
そ
の
ま
ま
訳
さ
れ
て
い
る
。
三
字
語
に
つ
い
て

は
、「
上
柱
骨
」
を
「
上
ノ
柱
骨
」
に
、「
尾
骶
骨
」
を
「
尾
骶
ノ
骨
」
に
訳
さ
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れ
て
い
る
。
四
字
語
に
お
い
て
、「
鼻
孔
間
骨
」は
は
じ
め
に「
鼻
孔
ノ
間
ノ
骨
」

と
あ
り
、
そ
の
後
に
現
れ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
「
鼻
孔
間
骨
」
と
訳
さ
れ
て
い

る
。「
鼻
孔
底
骨
」
が
「
鼻
孔
ノ
底
骨
」
の
よ
う
に
訳
さ
れ
た
の
は
四
語
あ
る
。

要
す
る
に
、
高
木
『
訳
解
』
に
お
け
る
三
字
語
以
上
の
訳
語
は
「
ノ
」
で
二
つ

以
上
の
語
を
繫
ぐ
形
に
す
る
も
の
が
多
い
。
一
方
、
高
木
『
訳
解
』
の
医
学
用

語
は
振
り
仮
名
が
多
く
付
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
特
色

が
あ
る
。
次
の
よ
う
な
例
を
見
よ
う
注
三
）
。

１
）

振
り
仮
名
が
一
対
一
（
五
〇
例
）

①
音
読
み
（
二
五
例
）：

交
骨
（
コ
ウ
コ
ツ
）、

骨
（
ソ
ウ
コ
ツ
）、
坐

骨
（
ザ
コ
ツ
）

②
訓
読
み
（
二
二
例
）：

脊
骨
（
セ
ボ
ネ
）、
股
骨
（
モ
モ
ノ
○
）、
肘
骨

（
ヒ
ヂ
ホ
ネ
）

③
音
訓
組
み
合
わ
せ
（
三
例
）：

頭
骨
（
リ
ト
ウ
ノ
○
）
注
四
）
、
上
牙
床

骨
（
ウ
ヘ
ノ
ハ
ノ
ダ
イ
ノ
ホ
ネ
）

２
）

振
り
仮
名
が
二
つ
以
上
現
れ
る
も
の（
二
一
例
）：

頸
骨（
ク
ビ
ノ
○
）

（
ケ
フ
コ
ツ
）、
上
臂
骨
（
ウ
ハ
ヒ
ヂ
ノ
○
）（
ウ
ヘ
ノ
ヒ
ヂ
ノ
○
）、
脇

骨
（
ス
ヂ
ホ
ネ
）（
ワ
キ
ボ
ネ
）

３
）

左
右
振
り
仮
名
お
よ
び
そ
の
ど
ち
ら
か
現
れ
る
も
の（
八
例
）：

額
骨

（
ガ
ク
○
・
ヒ
タ
ヘ
）
↓
（
ガ
ク
コ
ツ
）
／

ヒ
タ
エ
）、
枕
骨
（
チ
ン

○
・
マ
ク
ラ
○
）
↓
（
マ
ク
ラ
ボ
ネ
）
／
（
チ
ン
コ
ツ
）

以
上
の
振
り
仮
名
か
ら
見
る
と
、
高
木
『
訳
解
』
に
も
一
部
の
振
り
仮
名
が

「
ノ
」で
繫
ぐ
医
学
用
語
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
医
学
用
語
を
除
き
、
全
般
的
に
見

る
と
、
高
木
『
訳
解
』
の
医
学
用
語
は
術
語
と
し
て
の
要
素
を
備
え
る
。
こ
れ

ら
の
用
語
の
振
り
仮
名
を
見
る
と
、（
１
）
振
り
仮
名
が
一
対
一
の
「
音
読
み
」

と
、「
訓
読
み
」の
一
部
は
形
だ
け
で
は
な
く
、
音
と
義
と
も
に
術
語
の
要
素
を

備
え
る
。
一
方
、「
ノ
」で
繫
ぐ
用
語
は
一
つ
の
漢
字
表
記
語
と
い
う
形
が
あ
っ

て
も
、
振
り
仮
名
で
反
映
す
る
音
と
義
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
厳
密
に
一
つ
の
術

語
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

石
黒
『
訳
解
』
と
高
木
『
訳
解
』
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
石
黒
『
訳
解
』

は
漢
文
訓
読
体
で
あ
る
た
め
、
訳
語
は
で
き
る
限
り
漢
文
の
原
本
と
一
致
す
る

形
を
と
る
。
句
で
は
な
く
、
一
つ
の
語
と
し
て
訳
す
の
は
医
学
用
語
の
翻
訳
に

相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
漢
文
に
詳
し
く
な
い
読
者
に
と
っ
て
は
理
解
し
に

く
い
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
高
木
『
訳
解
』
は
漢
文
訓
読
調
の
翻
訳
と
言
っ
て

も
、
漢
文
訓
読
の
訓
法
か
ら
完
全
に
離
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
上
記
の
学
術
用

語
の
翻
訳
か
ら
見
る
と
、
形
は
原
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
多
様
な
振
り
仮
名
に

よ
っ
て
、
医
学
専
門
書
と
し
て
の
難
解
さ
を
緩
和
し
、
解
剖
学
の
初
心
者
向
け

の
翻
訳
書
を
想
定
し
て
こ
れ
ら
の
作
業
を
行
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四

『
医
語
類
聚
』
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
の

受
容

明
治
初
期
の
日
本
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
が
退
潮
期
を
迎
え
、
主
流
は
英
米

医
学
に
な
っ
た
。
英
米
医
学
の
発
展
に
従
い
、
医
学
生
を
養
成
す
る
た
め
の
教

科
書
や
医
学
用
語
集
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
背
景
に
、
専
門
的
に
医
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学
語
彙
を
集
め
た
英
和
医
語
辞
典
で
あ
る
『
医
語
類
聚
』
が
明
治
五
年
（
一
八

七
二
）
に
名
山
閣
か
ら
出
版
さ
れ
た
注
五
）
。『
医
語
類
聚
』
は
海
軍
軍
医
で
あ
る

奥
山
虎
章
が
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
（
一
七
九
八
｜
一
八
六
九
）
の
『
医
学
事
典
』
を

典
拠
に
編
纂
し
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
薬
物
学
な
ど
の
術
語
を
内
容
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
同
書
は
初
版
か
ら
五
年
後
に
増
訂
第
二
版
が
出
版
さ
れ
た
。『
医
語

類
聚
』
は
蘭
学
や
漢
訳
洋
書
な
ど
の
医
学
用
語
を
吸
収
す
る
際
に
新
し
い
医
学

用
語
を
作
り
だ
し
た
。
そ
の
訳
語
は
現
在
の
医
学
用
語
に
多
大
な
影
響
を
与
え

た
。
例
え
ば
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）（
以
下
『
日
国
』
と
略
す
）
に

は
『
医
語
類
聚
』
か
ら
約
七
八
〇
例
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
約
五

五
〇
例
が
『
医
語
類
聚
』
が
初
出
例
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
医
語
類
聚
』
の
訳
語
は
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
か
ら
影
響
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

例
と
し
て
は
『
医
語
類
聚
』
が
ホ
ブ
ソ
ン
の
「
〜
炎
」
に
関
す
る
造
語
に
基
づ

き
、
数
多
く
訳
語
を
創
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ホ
ブ
ソ
ン
が
英
語
の‘in

flam
m
a-

tio
n
’

を
「
炎
症
」
と
訳
し
、
初
め
て
『
西
医
略
論
』
に
「
西
国
方
言
曰
炎
法
美

順
、
訳
爲
炎
熱
之
意
、
故
名
曰
炎
症
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
。「
炎
法
美
順
」

は‘in
flam

m
atio

n
’

の
音
訳
で
あ
る
。
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
医
学
英
華
字
釈
』
に

「
〜
炎
」
と
い
う
用
語
は
約
二
〇
語
あ
る
が
、『
医
語
類
聚
』
に
は
「
〜
炎
」
に

関
す
る
訳
語
が
約
一
六
〇
語
に
の
ぼ
る
。

さ
ら
に
ホ
ブ
ソ
ン
の
代
表
的
な
医
学
書
で
あ
る
『
全
体
新
論
』
も
『
医
語
類

聚
』
の
訳
語
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。『
全
体
新
論
』
に
あ
る
骨
に
関
す
る
名
称
が

『
医
語
類
聚
』
の
も
の
と
一
致
し
て
い
る
の
は
「
坐
骨
、
肩
胛
骨
、
膝
蓋
骨
、
趾

骨
、
指
骨
、
砧
骨
、
馬
鐙
骨
、
顱
頂
骨
、
転
肘
骨
、

蝶
骨
、
尾
骶
骨
、
頭
骨
、

正
肘
骨
、
額
骨
、
枕
骨
」
で
あ
る
。「
坐
骨
、

蝶
骨
」
の
二
語
は
『
全
体
新
論
』

か
ら
直
接
受
け
入
れ
ら
れ
た
訳
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
砧
骨
、
馬
鐙
骨
、

顱
頂
骨
、
転
肘
骨
、
正
肘
骨
」
の
五
語
は
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
で
あ
る
か
ど
う
か

ま
だ
不
明
で
あ
る
が
、『
医
語
類
聚
』
は
『
全
体
新
論
』
の
影
響
を
受
け
た
可
能

性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、『
全
体
新
論
』よ
り
先
に
日
本
に
流
入
し
た
中
国
医
学
書
、

と
く
に
漢
訳
洋
書
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
骨
に
関
す
る
訳
語
は
わ

ず
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
『
医
語
類
聚
』
の
訳
語
と
比
較
す
る
た
め
、『
全
体

新
論
』
の
医
学
用
語
を
全
般
的
に
調
査
す
る
こ
と
と
す
る
。

五

『
全
体
新
論
』
の
医
学
用
語
の
日
本
で
の
受
容

『
全
体
新
論
』は
日
本
に
伝
来
し
、
医
学
書
と
し
て
広
く
学
習
さ
れ
た
。
し
た

が
っ
て
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
が
日
本
で
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
に

つ
い
て
分
析
す
る
。

ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
「
坐
骨
」
は
現
在
の
医
学
用
語
で
は
そ
の
ま
ま
「
坐
骨
」

で
あ
る
。
一
方
「

蝶
骨
」
は
『
全
体
新
論
』
に
「

蝶
骨
」
と
「

蝶
骨
」

の
両
方
の
表
記
が
あ
る
が
、「
胡
蝶
骨
」に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
医
学

用
語
で
言
え
ば
「
蝶
形
骨
」
に
相
当
す
る
。『
日
国
』
に
は
「
坐
骨
」「
胡
蝶
骨
」

の
両
方
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、「
坐
骨
」
の
記
述
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

坐
骨
（
名
）

椅
子
に
腰
を
お
ろ
し
た
と
き
、
椅
子
の
面
に
接
す
る
骨
の

意
か
ら
）
腰
部
に
あ
る
寛
骨
の
下
半
部
を
占
め
る
骨
。
坐
骨
体
と
坐
骨
枝

に
分
か
れ
、
腸
骨
・
恥
骨
と
癒
合
（
ゆ
ご
う
）
し
て
寛
骨
を
つ
く
る
。
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＊
医
語
類
聚
〔
１
８
７
２
〕

奥
山
虎
章

「S
ch
iaticu

s

坐
骨
ノ
」

＊
生
物
学
語
彙
〔
１
８
８
４
〕

岩
川
友
太
郎

「Isch
iu
m

坐
骨
〔
解
〕」

「
坐
骨
」
は
医
語
用
語
集
の
『
医
語
類
聚
』
に
収
録
さ
れ
、
そ
の
後
、『
改
訂

医
科
全
書
』
の
「
第
四
号
解
剖
篇
下
肢
骨
論
之
部
」（
東
京
大
学
医
学
部
編
、
一

八
七
八
年
出
版
）
と
い
っ
た
医
学
解
剖
書
に
使
わ
れ
、『
生
物
学
語
彙
』
の
よ
う

な
用
語
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
坐
骨
」は
医
学
関
係
の
用
語
と
し
て
広
く

使
わ
れ
、『
和
英
語
林
集
成
』（
第
三
版
）（
一
八
八
六
年
）に
も
収
録
さ
れ
、
一

八
八
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
言
海
』
に
も
収
録
さ
れ
る
。
そ
の
後
、『
日
本
大
辞

書
』、『
帝
国
大
辞
典
』、『
日
本
新
辞
林
』
な
ど
の
国
語
辞
書
に
も
収
録
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
続
い
て
大
正
期
の
『
大
日
本
国
語
辞
典
』
に
収
録
さ
れ
、
そ

の
後
、
中
型
の
国
語
辞
書
『
広
辞
苑
』
の
初
版
（
一
九
五
五
年
）
か
ら
の
版
本

を
始
め
、
小
型
の『
岩
波
国
語
辞
典
』（
一
九
六
三
年
）ま
で
収
録
さ
れ
た
。「
坐

骨
」
は
ほ
と
ん
ど
の
国
語
辞
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
日
常
生
活
で
は

「
坐
骨
」
が
使
わ
れ
、
身
体
部
位
の
一
つ
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
坐
骨
」は
初
め
医
学
用
語
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
次
第
に
一
般

語
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

次
に
「

蝶
骨
」
の
受
容
状
況
を
見
よ
う
。「

蝶
骨
」「

蝶
骨
」
の
表
記

は
『
日
国
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
胡
蝶
骨
」
は
『
日
国
』
に
「
蝶
形
骨

に
同
じ
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
用
例
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。『
医
語
類
聚
』

に
は
「

蝶
骨
」
は
訳
語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、「S

ch
in
d
ylesis

不

動
関
節
ノ
一
種
（

骨
ト

蝶
骨
ノ
類
）」
と
い
う
用
語
の
注
に
「

蝶
骨
」
が

あ
る
。『
改
訂
医
科
全
書
』
の
「
第
五
ノ
上
解
剖
篇
頭
骨
論
之
部
」（
東
京
大
学

医
学
部
編
、
一
八
七
九
年
出
版
）
に
は
「

蝶
骨
」
が
用
い
ら
れ
る
注
六
）
。
ほ
か

の
資
料
に
は
「

蝶
骨
」「

蝶
骨
」
の
表
記
が
少
な
い
。
さ
ら
に
、「
胡
蝶
骨
」

は
「
坐
骨
」
と
違
い
、『
和
英
語
林
集
成
』
お
よ
び
『
言
海
』
の
よ
う
な
明
治
期

や
大
正
期
の
国
語
辞
書
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、『
広
辞
苑
』の
初

版
（
一
九
五
五
年
）
か
ら
第
六
版
ま
で
「
胡
蝶
」
の
項
目
に
「
胡
蝶
骨
」
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。『
大
辞
林
』
の
初
版
（
一
九
八
八
年
）
に
は
な
い
が
、
第
二
版

の
「
胡
蝶
」
の
項
目
に
は
「
胡
蝶
骨
」
が
収
録
さ
れ
る
。『
広
辞
苑
』
と
『
大
辞

林
』
に
は
「
胡
蝶
骨
」
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
「
蝶
形
骨
に
同
じ
」
の
よ
う
な
記
述

で
あ
り
、『
日
国
』
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
胡
蝶
骨
」
は
現
在
ほ

と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。「
胡
蝶
骨
」は
頭
蓋
骨
の
一
部
で
あ
り
、

医
療
従
事
者
が
も
っ
ぱ
ら
用
い
る
も
の
と
し
て
、
一
般
の
人
々
は
日
常
生
活
で

触
れ
な
い
用
語
な
の
で
、
一
般
用
語
と
し
て
広
が
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
明
治
期
に
専
門
用
語
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
明
治
期
の
国
語
辞
書

に
「
胡
蝶
骨
」
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
、『
全
体
新
論
』
の
造
語
で
あ
る
「
坐
骨
」
と
「

蝶
骨
」
に
関
す
る
日

本
で
の
受
容
状
況
に
つ
い
て
辞
書
類
の
収
録
状
況
か
ら
考
察
し
た
。「
坐
骨
」「
胡

蝶
骨
」
の
よ
う
な
医
学
用
語
は
直
接
明
治
初
期
の
日
本
医
学
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
、『
全
体
新
論
』は
医
学
の
訳
語
の
創
出
に
影
響
を
与
え
た
と

言
え
る
。
一
方
、「

頭
骨
」
の
よ
う
な
用
語
は
『
医
語
類
聚
』
に
訳
語
と
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。「

頭
骨
」
が
対
応
す
る
英
語‘vo

m
er’

は
『
医
語

類
聚
』
で
「
鋤
骨
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。「
鋤
骨
」
に
つ
い
て
、「

頭
」
に
近

い
意
味
の
言
葉
の
「
鋤
」
に
直
さ
れ
た
の
か
、『
医
語
類
聚
』
の
自
ら
の
造
語
で

あ
る
の
か
、
現
時
点
で
手
元
に
あ
る
資
料
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
問
題
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に
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
資
料
を

収
集
し
た
上
で
、
解
明
を
し
た
い
と
思
う
。

終
わ
り
に

『
全
体
新
論
』は
漢
訳
洋
書
の
一
つ
と
し
て
日
本
に
伝
わ
り
、
日
本
の
知
識
人

に
広
く
読
ま
れ
、
翻
刻
や
翻
訳
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
『
全
体

新
論
』
の
医
学
知
識
が
吸
収
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
医
学
用
語
も
取
り
入
れ

ら
れ
る
。

医
学
用
語
の
翻
訳
に
つ
い
て
、
二
種
の
『
全
体
新
論
訳
解
』
は
文
体
の
違
い

に
よ
り
翻
訳
方
法
が
異
な
る
。
石
黒
『
訳
解
』
は
で
き
る
限
り
原
本
を
忠
実
に

訳
す
が
、
高
木
『
訳
解
』
は
単
一
の
訳
法
に
限
ら
ず
、
訳
語
が
多
様
な
形
を
呈

し
て
い
る
。
両
書
に
お
け
る
翻
訳
の
相
違
は
付
さ
れ
る
振
り
仮
名
の
比
較
か
ら

見
ら
れ
る
。

明
治
初
期
の
医
学
用
語
集
『
医
語
類
聚
』
に
収
録
さ
れ
る
医
学
用
語
は
『
全

体
新
論
』
の
影
響
を
受
け
た
。『
医
語
類
聚
』
は
ホ
ブ
ソ
ン
の
造
語
を
い
く
つ
か

直
接
受
け
入
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
医
学
用
語
集
に
収
録
さ
れ
る
『
全
体
新
論
』

の
医
学
用
語
が
次
第
に
ほ
か
の
辞
書
類
に
も
収
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例

と
し
て
、「
坐
骨
」
と
「
胡
蝶
骨
」
の
受
容
状
況
を
『
医
語
類
聚
』
と
そ
の
後
の

辞
書
類
の
中
で
確
認
で
き
た
。

今
後
、『
全
体
新
論
』の
医
学
用
語
に
つ
い
て
更
な
る
資
料
の
調
査
を
通
し
て

「
〜
骨
」以
外
の
語
彙
を
網
羅
的
に
分
析
し
、
そ
の
受
容
を
考
察
し
た
い
。
そ
の

一
方
で
、
中
国
の
文
献
を
調
査
し
、
中
国
に
お
け
る
そ
の
受
容
状
況
を
考
察
し

た
い
。
さ
ら
に
、
日
中
の
語
彙
交
流
の
面
か
ら
「
坐
骨
」
や
「
坐
骨
神
経
痛
」

な
ど
の
語
彙
の
相
互
影
響
や
交
流
に
関
し
て
、
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

（
き
ょ

し
ゅ
ん
え
ん
・
言
語
文
学
専
攻
）

注注
一
）『
全
体
新
論
』
の
著
者
ホ
ブ
ソ
ン
は
一
八
一
六
年
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ド

（W
elfo

rd

）に
生
ま
れ
、
一
八
三
九
年
よ
り
約
二
十
年
間
、
中
国
で
医
学
活
動
を

展
開
し
た
。
氏
は
一
八
四
八
年
に
広
東
の
西
郊
に
恵
愛
医
館
を
開
き
、
一
八
七
三

年
に
ロ
ン
ド
ン
郊
外
で
死
去
し
た
。
著
書
に
は『
全
体
新
論
』『
博
物
新
編
』『
西

医
略
論
』『
婦
嬰
新
説
』『
内
科
新
説
』の
五
書
が
あ
り
、
こ
れ
は
ホ
ブ
ソ
ン
五
書

或
い
は
西
医
五
書
と
称
さ
れ
る
。
一
八
五
八
年
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
自
著
で
用
い
た
術

語
を
整
理
し
、『
医
学
英
華
字
釈
』
の
医
学
用
語
集
を
出
版
し
た
。

注
二
）『
医
宗
金
鑑
』
は
清
の
乾
隆
帝
の
命
令
の
も
と
、
呉
謙
ら
に
よ
っ
て
纂
修
さ
れ
、

乾
隆
七
年
（
一
七
四
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
中
国
の
伝
統
医
学
全
書
で
あ
る
。
全
九

〇
巻
。
歴
代
諸
家
の
説
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
刊
当
時
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
中
国
の
臨
床
医
学
に
最
も
重
要
な
医
学
書
の
一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
続
け

て
い
る
。

注
三
）「
ガ
ク
○
・
ヒ
タ
ヘ
」
の
よ
う
に
、「
○
」
は
該
当
の
漢
字
の
振
り
仮
名
が
存
在
し

て
い
な
い
こ
と
を
表
す
。「
・
ヒ
タ
ヘ
」
は
左
側
振
り
仮
名
を
表
す
。
特
に
表
記

し
て
い
な
い
も
の
は
右
側
振
り
仮
名
で
あ
る
。

注
四
）

頭
骨
（
リ
ト
ウ
ノ
○
）
に
つ
い
て
、
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
「
骨
」
を

「
ホ
ネ
」
と
推
測
す
る
。
理
由
と
し
て
、
高
木
『
訳
解
』
に
現
れ
る
「
〜
ノ
骨
」

は
「
〜
ノ
ホ
ネ
」
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
例
が
あ
る
が
、「
〜
ノ
コ
ツ
」
と
付

さ
れ
る
例
が
な
い
こ
と
か
ら
推
測
す
る
。
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注
五
）
『
医
語
類
聚
』
に
つ
い
て
は
、
森
岡
健
二
編
『
明
治
期
専
門
術
語
集

医
語
類
聚
』

を
参
照
し
た
。

注
六
）

前
掲
の
『
改
訂
医
科
全
書
』
と
『
生
理
学
語
彙
』
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書

館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
照
し
た
。
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